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達成状況 評価 改善方策 評価書 評価

学力向上のため
の組織的な校内
研修体制づくり

①学校評価アンケート（保護者）肯定群
　ア学校生活の満足度…９０％
  イ授業の理解度…８０％
②研究職員会の実施…毎月1回の実施はできなかったが、その
都度研究協議を行った。
③講師招聘研修の実施…7月4日「組織で取り組む効果のある
『学校づくり』久我直人先生、8月19日「児童虐待の背景につ
いて」伊藤健太先生

保護者による学校評価アンケートでは、ア、イ共に目標を達成
することができた。公開授業を核とした、授業研究と授業改善
を継続して取り組んでいく。また、研究職員会を位置づけて月
１回の実施をしていく。各部会からの課題解決に向かう、講師
招聘計画を年度当初に行う。

保護者による学校評価アンケートの満足度もほぼ満足している状態にある。更に上を目指して
ほしい。
研究主任を中心に、学力向上のための組織的な校内研修体制での取り組みができており、
徐々に成果を上げてきている。
学校生活、授業の理解度、共に高く評価できる。
教科会の実施など、指定校としての役割があり大変ですが、子どもの様子を見た保護者から、
８～９割の肯定的評価が得られているのは素晴らしい。

子どもにわかる
授業づくり

①毎時間のねらい提示91.7％
②授業アンケート（自分の考えを発表する機会98.4％、話し
合う活動を行う95.1％）
室戸中授業スタンダードを実践し、各授業ではほぼ授業の目
標やねらいの提示ができている。授業公開により互いの授業
から学ぶ雰囲気ができつつある。また、授業の三か条の取組
では、チャイム席、忘れ物点検を生徒会でも取組んでおり意
識が向上している。「聴く」ことを重視して授業実践を進め

授業スタンダードの実践を継続して取組んでいく。授業アン
ケートから「考えを発表する機会」と「話し合う活動」は目標を
達成することができた。さらに、生徒主体の授業になるような
教材や発問の精選、相手に分かるように話したり、聴いたりで
きる活動を行っていく。

授業の三ヶ条の取組は、生徒会が自主的に取り組む様子は学校生活も充実している。
授業スタンダードを意識した授業展開が根付いてきている。学び合い、深い学びという面では
更に研究が求められる。
授業スタンダード、問題解決型授業は、一人ひとりの理解力を高めていくので継続して欲しい。
どの教科においても授業スタンダードが定着するように、更なる取組を期待する。

予習・復習の質
と量を高める取
組

①家庭学習１時間越えの達成率58.8％
②学習シートの活用率１００％
家庭学習の手引きを夏休みに作成し、２学期から活用を進め
た。

家庭学習１時間以上の割合は向上の傾向にあるが、目標値
にはまだ大きな隔たりがある。各教科での課題を実施してい
るが、さらに全校で取組む課題を行うことで、基礎学力の定着
を図っていきたい。

家庭学習の達成率は低いが、ほぼ評価できる。
全体的に、中学生としては学習時間が少ない。家庭学習の手引きの活用など、工夫、改善が
必要である。
基礎学力向上のため、予習復習のための課題（手引き）など、教科別で良かった。
家庭学習の量の調整を、日単位より週単位月単位で行うことにより、子どものセルフマネジメン

道徳教育の推進

①道徳参観日については平日開催を避け、学年ＰＴＡ行事と
重ねるなどして少しでも保護者の参観率を高める設定をした
が、目標値の達成はできなかった。②学級通信による道徳の
話題提供については、３年生の学年通信などに話題が掲載さ
れ、昨年より進歩が見られた。

道徳参観日の出席については達成可能な目標値の見直し
と、少しでも増やす呼びかけを行っていく。通信の話題提供の
機会を増やすために、学級通信の発行回数を増やすことも来
年度に改善できる部分である。

以前は、自転車のマナーが悪いとよく聞かれたが、最近は耳にしない点は街頭指導も良くでき
ている。
参観日の出席は少ないが、取り組みの方向は間違っていない。これからも続けていくことが大
事。
道徳参観日の時だけでなく、普段の道徳の授業についての情報も学級通信等で発信すること
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項
目

中・長期経営目標 短期経営目標 主　　な　　取　　組　　内　　容 取組内容の評価指標
自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
力

◯向上心を持って学習に
取り組むことができる生
徒の育成
◯全国水準の学力の育成
※全国学力調査、高知県
学力定着状況調査、標準
学力検査の平均＋５ポイ
ント

・学力向上にチーム学校として取
り組む組織の構築

・「分かる」授業づくりを通し
て、基礎・基本の確実な定着や学
習意欲の向上、望ましい学習習慣
の確立を図る。

・補充的学習や予習・復習の課題
提示、自主学習の奨励により、家
庭学習の習慣化など望ましい学習
環境の整備を行う。

・研究推進委員会の企画・運営
・二部会の機能的な運営
・指定事業と関連した公開授業研の実施
・研究主題に沿った講師招聘研修の企画・実施

①学校評価アンケート（保護者）肯定群
　ア学校生活の満足度…８５％
　　　　　　　　(H27年度80.9%)
  イ授業の理解度…８０％(H27年度72%)
②研究職員会の実施（月１回）
③講師招聘研修の実施（各部会１回）

ＣＣＣＣ ＢＢＢＢ

・室中の授業スタンダードを実践し、問題解決型
授業
　を行う
・研究主題に基づいた公開授業（各自）の計画・
　実施
・授業アンケートの活用
・学びの三ヶ条の取組
・授業における話し合いや発表の機会の設定

①毎時間のねらい提示１００％
②授業アンケート（自分の考えを発表する
　機会９０％以上、話し合う活動を行う
　９０％以上）

・家庭学習の手引き作成・活用
・家庭学習１時間を越える内容の課題設定の研究
・学習シート（国・数・理・英）の活用

①家庭学習１時間越えの達成率８０％
②学習シートの活用率１００％

・道徳参観日の実施と保護者への啓発
　　　　　　　　　　　（学級通信等）
・道徳アンケート実施・分析・検証
・学級での話し合い活動の充実
・街頭指導及び挨拶運動の実施

①道徳参観日への保護者出席率５０％
②学級通信による道徳の話題提供、各学級学
　期に１回以上

れ、昨年より進歩が見られた。
年度に改善できる部分である。 道徳参観日の時だけでなく、普段の道徳の授業についての情報も学級通信等で発信すること

も大切である。

「続・夢プロ」
の推進

平成２９年２月実施結果（前年度実施）　アの肯定群88.9%
（87.2%）　イの肯定群80.5%（75.2%）　ウの肯定群84.3%
（79.5%）　エの肯定群81.5%（86.4%）目標値の達成はイの項
目だけであったが、昨年度の結果と比較しても、高い数値を
維持し、ボイスシャワーなど夢プロの取組が継続されてい
る。

引き続き、個人面談やボイスシャワーの実施と、エの項目の
低下については、学級集団づくりの機会が昨年と比べて減っ
てきたと思うので、集団づくりの内容工夫や時間確保の計画
づくりを行う。

夢プロはとても良いと思う、推進してほしい。
肯定的な意見が、全員から得られるよう、アンケートの内容も考えて欲しい。
夢プロの取り組みによって、生徒一人ひとりの自尊感情は高まり、全校集団も変容してきた。工
夫しながら、是非継続していただきたい。
学校という集団生活の中での、やればできる、一人の大切な人間とか高い評価
夢プロ通信なども発行してみてはどうか。

読書活動の推進

①朝読書アンケートでの肯定群
　ア落ち着いて取り組めた･･92.1%　イ本を読むことが好き･･
78.8%
②図書便りの発行…毎月1回の発行はできていない。２回発
行。
③図書資料を活用した授業…１年生：「故事成語」、２年生
「調べたことを伝えよう」、「説得力のある提案をしよ

ブックトークや教員の読書体験を語ることを通して、「本を読む
ことが好き」といえる生徒を増やしていきたい。図書だよりの発
行は取りかかりが遅かったので、計画的に発行していく。図書
資料を活用した授業づくりは市民図書館と連携しながら、さら
に進めていく。

本を読むことが好きとの評価が上なのはとても良い。最近は本を開かない子たちが増えている
ので、この取組は良い。
校外授業として、図書館で授業を行ってみてはどうか。
図書館活動の充実はもちろん大切であるが、各教室の読書環境の整備に力を入れることが効
果的ではないか。
朝読は、心身共に勉強前にとても良いと思う。図書便りを定期的に出す。

特別支援教育の
推進

①特支不登校部会は、１３回実施できた。ＳＣの参加を得て
開催し、その協議内容から個別の指導計画を作成できた。保
護者や外部機関とも連携を図り、改善への方向性に共通認識
を持って取り組むことができた。②保護者との場の設定は設
定できていない。③室中スタンダードを意識し三機能（存在
感、共感、自己決定）の機会がある授業を共通してめざすこ

特支不登校部会の定期開催を年間計画に位置づける。個別
の支援シートを職員の会議資料として必須の物とし、保護者
に説明し面談を行う場を設定する必要がある。。三機能の定
着を検証できる授業評価の工夫を図る。

保護者や外部とも良く連携できている。
部会は定期的に行われ、情報共有、取組の確認がなされている。発達障害の生徒が増加する
中、特別教育の視点に立った、授業づくり学級づくりがより一層要求される。
不登校特別部会１３回実施を踏まえ、来年度も個別の指導計画を作成し続けて欲しい。

体育・体育的活
動の充実

男女とも握力は全国平均を上回っていたが、それ以外は下回
る結果となった。各種目の平均の数値の差を見ると縮まって
きている。ただ、男女とも上体起こしの差が大きい。体育の
授業は楽しいと思う肯定的な解答は、男子９２％、女子８
５％だった。男子は昼休み、大部分の生徒が外で元気に走り
まわっている。反面女子は、運動部活動への加入率が４０％
で休み時間等でも静かに教室で読書などしている。

グラウンドでの授業時には６００ｍ走り、体育館ではリズムジャ
ンプを取り入れ運動量の確保に努め、運動能力や体力の向
上に繋げる。
体育の授業だけでは、運動能力や体力の向上にも限界があ
り、各部活動の協力を得て、運動能力や体力の向上に繋げ
る。

生徒が少なくなったせいか、グラウンドで見かける生徒が少ない様に見える。休み時間もっと外
で。体育の授業の工夫と充実と共に、運動部活動に加入していない女生徒への対応が課題で
ある。
男女共に、握力以外は全国平均以下は、運動部入部者数が少ないからなのか、運動部と文化
系部で体力差が出ている。運動能力、運動習慣等結果は全国平均だが、体力が続かない。
女子の運動能力向上のための、何か具体的な策を次年度行うべき。

①11時までの就寝は2学期は73％、3学期は62％であるが、12
時以降の就寝は32％から8％と減り、夜更かしについては改善
がみられる。７時までの起床は84％で変わらないが１・３年
生は９割前後が起床しており登校も早い。朝食摂取率は93％

①生活リズム調査の継続
　ア11時までの就寝・・70%　　イ７時までの起床・・85%　ウ朝食

生活リズムはできている。受検、部活、塾等があり、中学生は多忙で生活リズムも乱れがちに
なる。生活を見直し、改善するためにも、定期的な生活リズム調査は必要である。

豊
か
な
心

◯「どのように社会・世
界と関わって、より良い
人生を送るか」と考える
事のできる、人間性や学
びに向かう力がついてい
る生徒の育成

・基本的生活習慣を身につけ、心
身の健康の増進を図る

・自分を大切にし、他人を大切に
する態度、習慣の育成に努める

・生命の尊さを理解し、豊かな心
を育てる

・集団の一員としての自覚をもた
せ、自己の役割を認識する力と責
任感を育てる

・街頭指導及び挨拶運動の実施

ＣＣＣＣ ＢＢＢＢ

・夢プロ年間計画の作成と実践
・夢プロの取組内容の共有
・自校アンケートの実施

◯夢プロアンケート肯定群
　ア、自分もやればできるという気持ちが
　ある90%　イ、わたしは一人の大切な人
　間である80%　ウ、学校が楽しい90%
　エお互いの良いところを認め合う事が
　できる90%

・朝読書の推進
・読書に関するアンケートの実施・分析・検証
・図書室及び各教室の読書環境整備
・新刊の受入・分類整理・紹介
・図書便りの発行
・図書資料を活用した授業展開のサポート

①朝読書アンケートでの肯定群
　ア落ち着いて取り組めた･･90%
　イ本を読むことが好き･･85%
②図書便りの発行（月１回）
③図書資料を活用した授業（年3回）

・特支不登校部会の企画、運営
・個別の支援シートの作成
・生徒指導の三機能の視点を生かした授業実践

①特支不登校部会を月２回実施
②支援シートをもとに、保護者と共通認識を
　持つ場の設定（学期に１回）
③三機能の視点を生かした授業実践９０％
　以上

健
や
か
な

◯たくましく生きるため
の健康や体力を備えた生
徒の育成
・自分の体を知り、体力
や運動能力の向上、生活

・授業や体育的行事、日常の遊び
等を通して、積極的に運動に親し
む態度や運動能力の向上を図る。

・体育の授業研の実施
・筋力・持久力を高めるため始業時のランニング
　や馬跳びを継続実施

◯28年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査
結果
（２年生体力）の向上
　ア男子･･全国平均
　イ女子･･全国平均

ＢＢＢＢ・生活リズム表の実施・分析・発信・取組

①生活リズム調査結果
　ア11時までの就寝・・70%
　イ７時までの起床・・85% ＣＣＣＣ健康教育の推進 生は９割前後が起床しており登校も早い。朝食摂取率は93％

でよくなっている。毎日の排便は88％でとても良い。
②２月現在正規版を２２号、号外版も発行している。
・三者面談で「生活リズム表」を用いて担任から話をして改
善に努めた。

　ア11時までの就寝・・70%　　イ７時までの起床・・85%　ウ朝食
の摂取率・・90%　　エ毎日の排便・・70%　②保健便りの発行
（月１回）　③保健委員会が集会で生徒自らが生活リズムにつ
いて発表し、意識づけを行う。

なる。生活を見直し、改善するためにも、定期的な生活リズム調査は必要である。
生活リズム調査結果を見ると、本校は、生活面では前年より良くなっている。
中学生の朝食摂取率は、意外と高く良い傾向である。

防災・安全教育

①津波避難訓練は３回(５月・７月・１１月）実施。
②地震津波講話・起震車体験・理科（メカニズム等）保健
（釜石に学ぶ）家庭科（家庭での防災）体育（救急法）等を
実施
③学習後のアンケート項目設定ができておらず未検証
④保護者肯定90,2%、生徒肯定96,2%

防災学習と避難訓練の継続実施。
マンネリ化しないための情報収集を市の防災課等から行う。
学校便りに、子どもと考える防災についての記事を載せる。防
災学習アンケートの項目検討と実施の定着

防災意識も高く、避難訓練も実施されているが。もっと地域の方を巻き込んで訓練してほしい。
年間の授業日数、学校にいる時間から考えて、地震が起きたときに学校にいる確立は三分の
一以下。学校での防災教育を通じて、学校外での災害への対応も皆で考えたい。
防災学習、避難訓練などの取組実施は良くできている。しかし、避難場所の備蓄など（水・食
料）は、何も未だに準備が進んでいない。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

①ア保護者質問２５項目の肯定的評価　83,1%
  イ「学校は、学校の情報を、懇談や学校便り等で保護者に
知らせるよう努めていると思いますか」肯定的評価87,8%
②Ｈ２８年８月３１日にリニューアルした。技術的な問題に
より、学校便り等のアップの遅れと、内容充実が課題であ
る。
③教育委員会との検討段階であり、具体的な計画の進捗はで
きていない。
評価指標は概ね達成していると言えるが、保護者アンケート
の回収率（６６％）から見えるように、学校教育に対する保
護者の関心は必ずしも高いとは言えない状況である。なお、

ＣＣＣＣ

①参観日や行事の案内を複数回行うことや、報道にも情報提
供を積極的に行い、学校の具体的な取組の周知を一層図る。
②ホームページ管理の技術習得のため、外部の協力を仰ぎ
更新の即時性を高める。
③引き続き教育委員会と協議する。
保護者アンケートの回収率の低さ対応として、日常の学校か
らの発出文書等を、家庭に確実に届けるため、回収封筒の検
討を行う。

最近、学校が落ち着いていると聞く。学校の全ての取組に保護者も満足度は高いと思う。地域
の学校という意識は、保護者・地域とも薄い。色々な行事への参加の呼びかけをする事も大
事。
参観日や学校行事の案内は、学校・学級・ＨＰ等様々な方法で複数回行うことが必要である。
校区が広くなり、大変な面もあるが、情報発信と家庭訪問をきめ細かく行うなど、保護者・地域
とのつながりを大切にしていって欲しい。
学校便りなど、保護者に届いていない。ＨＰを月１回更新する。入学など新年度にＨＰのことを
保護者に知らせる。学校行事を、ポスターなどを作り地域の方々にも知ってもらう。参観日の保
護者の出席率を上げる（参加の呼びかけをする）
小学校の参観週間と中学校の参観週間を合わせてみる。（兄弟のいる保護者が参加しやす
い）

ＣＣＣＣ
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や運動能力の向上、生活
習慣の定着に取りたくま
しくい組む力の育成
・将来に向けて健康管理
や危機対応のできる能力
の育成

・生徒一人一人が健康や安全に関
心を持ち、望ましい生活習慣の確
立や体づくり、安全管理につなが
るような指導に取り組む。

ＢＢＢＢ・生活リズム表の実施・分析・発信・取組
・保健便りの発行

　イ７時までの起床・・85%
　ウ朝食の摂取率・・90%
　エ毎日の排便・・70%
②保健便りの発行（月１回）

・防災学習年５回以上、避難訓練年３回以上避難
訓
　練の実施

①避難訓練を年間３回以上実施
②防災学習を学期に１回以上実施
③防災学習に対する重要性等の肯定群100％
④防災学習に対する学校評価アンケート肯定
　群80％以上

◯保護者や地域との連携
に基づく信頼される学校
づくり

・保護者や地域の方々の学校教育
への理解、協力を求めるための開
かれた学校づくりを推進する。

・学校支援地域本部事業の導入を
推進することにより、保護者や地
域の方々が持つ教育資源を積極的
に活用させていただく。

・保護者や地域との連携を深め、教育活動についての意見や要望を
　学校経営に反映させるなど、相互の信頼関係に基づく学校づくり
　を推進する。
・関係者、関係機関との連携を図り、教育の充実に繋がる教育環境
　の整備、ネットワークの構築に取り組む。
・便りやホームページ等を活用し、学校や子どもたちの様子等を伝
　える。

①学校評価アンケートによる
　ア学校満足85％以上
　イ学校は情報提供を積極的にしている70%
　以上
②学校ホームページの抜本的な改訂による、
　適宜の情報発信
③学校支援地域本部の設置検討

ＣＣＣＣ


